
令和６年度　都立総合工科高等学校　定時制課程　年間授業計画

教　科 工 業 科　目 建築実習 単位数 3

コース 自動車 電　気 建　築

教科担当者 前田　潔

対象学年・組・コース 第 2 年 1 組

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

使用教科書 建築実習１，２（実教出版）

使用補助教材 なし

教科『　工業　』の目標

【知 識 及 び 技 能】 
工業の各分野について体系的･系統的に理解するとともに、関連する技術
を身に付けるようにする。

【思考力､判断力､表現力等】
工業に関する課題を発見し、職業人に求められる倫理観を踏まえ合理的
かつ創造的に解決する力を養う。

【学びに向かう力､人間性等】
職業人として必要な豊かな人間性を育み、よりよい社会の構築を目指して自ら
学び、工業の発展に主体的かつ共働的に取り組む態度を養う。

科目『　建築実習　』の目標

配当
時数

工業の社会的意義や役割、人と
の関りを踏まえて学び、関連す
る技術を身に付ける。

工業技術の課題を発見し、科学
的な根拠に基づき、技術の発展
に対応できる力を養う。

広い視野で工業技術を自ら学び、そ
の発展に協働的に取り組む態度を養
う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

［表記の略称］知識･技能【知】､思考･判断･表現【思】、学びに向かう力、人間性等【学】

105

A 単元「人と技術」
建築基礎実習

B 単元「環境と技術」
建築実習

・建築に関する基礎的
な事柄を実習を通じて
学び、建築への興味関
心を高める。【知】
・社会における工業の
意義や役割を理解し、
工業の発展を図る意欲
的な態度を育てる。
【思】
・工業技術に関する、
知識や技術を習得する
とともに、安全作業や
環境配慮など自発的な
学習態度を育てる。
【学】

　週１の3校時で年間
１５週の実習を実施す
る。

A 単元
・基本的な建築実習に
おける安全作業を学
び、木造の基本構造を
学ぶ【知】
・木造模型として軸組
模型製作を行う【思】
・軸組模型からの建築
構造の考察、【学】

B 単元
・足場実習の構築
【知】
・設計図作成からの図
面の役割との連携
【思】
・工具の使い方および
安全作業法や日常的に
行う点検項目【学】

・安全作業を前提とした軸
組模型製作を基礎から応用
までを理解することにより
木造建築の構築を習得す
る。【知】
　
・足場設計図を理解し作業
の基礎および安全作業につ
いて理解と習得をする。
【思】

・実習の終了後に実習日誌
や報告書を提出する。授業
に取り組む姿勢、実習日誌
や報告書の内容、出欠席の
状況などを総合的に判断す
る。【学】

合計

3
学
期

2
学
期

1
学
期

36

27

42

○ ○ ○



令和６年度　都立総合工科高等学校　定時制課程　年間授業計画

教　科 工 業 科　目 建築製図 単位数 2

コース  自動車  電気 建築

教科担当者 小泉　渉

対象学年・組・コース 第 2 年 1 組

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

使用教科書 建築設計製図(実教出版)

使用補助教材 なし

教科『　工業　』の目標

【知 識 及 び 技 能】 工業の各分野について体系的･系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付けるようにする。

【思考力､判断力､表現力等】
工業に関する課題を発見し、職業人に求められる倫理観を踏まえ合理的かつ創造的に解決する力を
養う。

【学びに向かう力､人間性等】
職業人として必要な豊かな人間性を育み、よりよい社会の構築を目指して自ら学び、工業の発展に
主体的かつ共働的に取り組む態度を養う。

科目『　建築製図　』の目標

配当
時数

工業の各分野に関する製図について日本産業
規格及び国際標準化機構規格を踏まえて理解
するとともに，関連する技術を身に付けるよ
うにする。

製作図や設計図に関する課題を発見し，工業
に携わる者として科学的な根拠に基づき工業
技術の進展に対応し解決する力を養う。

工業の各分野における部品や製品の図面の作
成及び図面から製作情報を読み取る力の向上
を目指して自ら学び，工業の発展に主体的か
つ協働的に取り組む態度を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1
学
期

24

18

28

○ ○ ○

・製図道具の使い方を理解し、建築製図にお
ける線や製図文字を正しく描くことができ
る。【知】
・製図道具を用いた正確で美しい線や文字の
表現方法を身につけている。【思】
・正確で美しい線や文字を表すために反復練
習をするなど、意欲的に取り組む態度を身に
つけている。【態】

①製図用具と使い方
②線の練習・文字の練習
③平面表示記号

単元名「製図の基本」
【知識及び技能】
製図用具の使い方や製図規約について理解
し、関連する技術を身に付けさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
製図用具の使い方や製図規約について課題
を発見し、解決する力を養う。
【学びに向かう力、人間性等】
製図用具の使い方や製図規約について自ら
学び、取組む態度を養う。

定期考査
・平面図の表示方法、内容とかき方を理解す
るとともに、図面にかき込む要素を理解し習
得している。【知】
・平面図の要点を常に思考・判断し，平面図
の作図手順の理解に意欲的に取り組む行動力
を身につけている。【思】
・平面図の作図に興味・関心をもち，作図手
順の理解や表現技法の向上に意欲的に取り組
む態度を身についている。【態】

指導項目
・平面図（1：100）

単元名「平面図の作図」
【知識及び技能】
平面図の作図について理解させ、関連す
る技術を身に付けさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
平面図の作図について課題を発見し、解
決する力を養う。
【学びに向かう力、人間性等】
平面図の作図について自ら学び、取組む
態度を養う。

［表記の略称］知識･技能【知】､思考･判断･表現【思】、主体的に学習に取り組む態度【態】

3
学
期

2
学
期

・断面図の表示方法、内容とかき方を理解す
るとともに、図面にかき込む要素を理解し習
得している。【知】
・断面図の要点を常に思考・判断し，断面図
の作図手順の理解に意欲的に取り組む行動力
を身につけている。【思】
・断面図の作図に興味・関心をもち，作図手
順の理解や表現技法の向上に意欲的に取り組
む態度を身についている。【態】

・立面図の表示方法、内容とかき方を理解す
るとともに、図面にかき込む要素を理解し習
得している。【知】
・立面図の要点を常に思考・判断し，立面図
の作図手順の理解に意欲的に取り組む行動力
を身につけている。【思】
・立面図の作図に興味・関心をもち，作図手
順の理解や表現技法の向上に意欲的に取り組
む態度を身についている。【態】

指導項目
・断面図（1：100）

指導項目
・立面図（1：100）

単元名「断面図の作図」
【知識及び技能】
断面図の作図について理解させ、関連す
る技術を身に付けさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
断面図の作図について課題を発見し、解
決する力を養う。
【学びに向かう力、人間性等】
断面図の作図について自ら学び、取組む
態度を養う。

単元名「立面図の作図」
【知識及び技能】
立面図の作図について理解させ、関連す
る技術を身に付けさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
立面図の作図について課題を発見し、解
決する力を養う。
【学びに向かう力、人間性等】
立面図の作図について自ら学び、取組む
態度を養う。

定期考査

定期考査

定期考査

定期考査
・用紙の大きさと各図のレイアウトを理解す
るとともに、各図の大きさと作図位置の理解
し習得している。【知】
・用紙の大きさと各図のレイアウトを常に思
考・判断し，各図の大きさと作図位置の理解
に意欲的に取り組む行動力を身につけてい
る。【思】
・用紙の大きさと各図のレイアウトに興味・
関心をもち，各図の大きさと作図位置の理解
に意欲的に取り組む態度を身についている。
【態】

指導項目
・平面図（1：100）
・断面図（1：100）
・立面図（1：100）
・図面レイアウト

単元名「レイアウトを伴う図面作成」
【知識及び技能】
用紙の大きさと各図のレイアウトについ
て理解させ、関連する技術を身に付けさ
せる。
【思考力、判断力、表現力等】
用紙の大きさと各図のレイアウトについ
て課題を発見し、解決する力を養う。
【学びに向かう力、人間性等】
用紙の大きさと各図のレイアウトについ
て自ら学び、取組む態度を養う。



令和６年度　都立総合工科高等学校　定時制課程　年間授業計画

教　科 工 業 科　目 建築構造 単位数 2

コース 自動車 電　気 建　築

教科担当者 前田　潔

対象学年・組・コース 第 2 年 1 組

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

使用教科書 建築構造（実教出版）

使用補助教材 なし

教科『　工業　』の目標

【知 識 及 び 技 能】 
工業の各分野について体系的･系統的に理解するとともに、関連する技術
を身に付けるようにする。

【思考力､判断力､表現力等】
工業に関する課題を発見し、職業人に求められる倫理観を踏まえ合理的
かつ創造的に解決する力を養う。

【学びに向かう力､人間性等】
職業人として必要な豊かな人間性を育み、よりよい社会の構築を目指して自ら
学び、工業の発展に主体的かつ共働的に取り組む態度を養う。

科目『　建築構造　』の目標

配当
時数

建築物の構造や建築材料に関す
る知識を習得し、建築に関わる
諸事項を遂行する技術や技能を
身に付ける。

建築物の設計や施工をするとき
に生じる諸問題を自ら思考し、
判断し創意工夫する能力を身に
付ける。

建築物の構造や建築材料に関心を持
ち、基礎的な知識や技能の習得に粘
り強く取り組む態度を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

［表記の略称］知識･技能【知】､思考･判断･表現【思】、学びに向かう力、人間性等【学】

70

１　現代社会で生活文
化を支える各種の建築
物の構造形式や構成材
料の概略を理解させ
る。
２　木構造を構成する
部材名称や部材の働
き、構成方法を理解さ
せる。
３　木構造に用いられ
る材料の名称や特性を
理解させる。

第１章　建築構造のあ
らまし
１　建築構造の歴史的
発達
２　建築構造のなりた
ち
３　建築構造の分類
４　建築物に働く力
５　関連する法規と規
準

第２章　木構造
１　構造の特徴と構造
形式
２　木材
３　木材の接合
４　基礎
５　軸組
６　小屋組
７　床組
８　階段
９　外部仕上げ
１０　内部仕上げ

・建築構造の歴史的発達、
なりたち、分類、建築物に
働く力、関連する法規や規
準に関する基礎的な知識を
身に付けている。【知】

・在来軸組構法の構造形式
や構成部材などの知識をも
とに、自ら構想する建築物
に適する構造形式や構成部
材などを判断し、創意工夫
する能力を身に付けてい
る。【思】

・在来軸組構法の構造形式
や構成部材などの基礎的な
知識や技能に関心を持ち、
これらの習得に向けて粘り
強く取り組む。【学】

合計

3
学
期

2
学
期

1
学
期

20

20

30

○ ○ ○



［表記の略称］知識･技能【知】､思考･判断･表現【思】、学びに向かう力、人間性等【学】

105

A 単元「人と技術」
建築実習

B 単元「環境と技術」
建築実習

・建築に関する事柄を
実習を通じて学び、建
築への興味関心を高め
る。【知】
・社会における工業の
意義や役割を理解し、
工業の発展を図る意欲
的な態度を育てる。
【思】
・工業技術に関する、
知識や技術を習得する
とともに、安全作業や
環境配慮など自発的な
学習態度を育てる。
【学】

　週１の3校時で年間
１５週の実習を実施す
る。

A 単元
・建築実習における安
全作業を学び、建築施
工の基本的内容を学ぶ
【知】
・足場実習を中心に建
築施工実習を行う
【思】
・施工実習からからの
建築現場の基礎を習得
する。【学】

B 単元
・レタリング実習の構
築【知】
・設計図作成に必要な
レタリングの基本知識
の役割との連携【思】
・作図方法から実践的
な応用知識を習得する
【学】

・安全作業を建築実習の基
礎から応用までを理解する
ことにより建築実習の構築
を習得する。【知】
　
・足場設計図を理解し作業
の基礎および安全作業につ
いて理解と習得をする。
【思】

・実習の終了後に実習日誌
や報告書を提出する。授業
に取り組む姿勢、実習日誌
や報告書の内容、出欠席の
状況などを総合的に判断す
る。【学】

合計

3
学
期

2
学
期

1
学
期

36

27

42

○ ○ ○

配当
時数

工業の社会的意義や役割、人と
の関りを踏まえて学び、関連す
る技術を身に付ける。

工業技術の課題を発見し、科学
的な根拠に基づき、技術の発展
に対応できる力を養う。

広い視野で工業技術を自ら学び、そ
の発展に協働的に取り組む態度を養
う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

使用教科書 建築実習１，２（実教出版）

使用補助教材 なし

教科『　工業　』の目標

【知 識 及 び 技 能】 
工業の各分野について体系的･系統的に理解するとともに、関連する技術
を身に付けるようにする。

【思考力､判断力､表現力等】
工業に関する課題を発見し、職業人に求められる倫理観を踏まえ合理的
かつ創造的に解決する力を養う。

【学びに向かう力､人間性等】
職業人として必要な豊かな人間性を育み、よりよい社会の構築を目指して自ら
学び、工業の発展に主体的かつ共働的に取り組む態度を養う。

科目『　建築実習　』の目標

コース 自動車 電　気 建　築

教科担当者 前田　潔

対象学年・組・コース 第 3 年 1 組

令和６年度　都立総合工科高等学校　定時制課程　年間授業計画

教　科 工 業 科　目 建築実習 単位数 3



令和６年度　都立総合工科高等学校　定時制課程　年間授業計画

教　科 工 業 科　目 建築製図 単位数 2

コース  自動車  電気 建築

教科担当者 前田　潔

対象学年・組・コース 第 3 年 1 組

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

使用教科書 建築設計製図(実教出版)

使用補助教材 なし

教科『　工業　』の目標

【知 識 及 び 技 能】 
工業の各分野について体系的･系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付け
るようにする。

【思考力､判断力､表現力等】
工業に関する課題を発見し、職業人に求められる倫理観を踏まえ合理的かつ創造的に
解決する力を養う。

【学びに向かう力､人間性等】
職業人として必要な豊かな人間性を育み、よりよい社会の構築を目指して自ら学び、工業の発
展に主体的かつ共働的に取り組む態度を養う。

科目『　建築製図　』の目標

配当
時数

情報の社会的意義や役割、人との関り
を踏まえて学び、関連する技術を身に
付ける。

情報数理の課題を発見し、科学的な根
拠に基づき、技術の発展に対応できる
力を養う。

広い視野で情報数理を自ら学び、その発展
に主体的に取り組む態度を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1
学
期

24

18

28

○ ○ ○

①正しいＲＣ造の図面設計の
　基本を理解する。【知】
②プランニング作成にあたって
　の注意を実践できる。【思】
③授業に対する取り組み、姿勢
　【態】

①図面設計の基本の理解
②プランニングの基本内容
　の理解
③平面図プランニング

ＲＣ造店舗併用事務所設計
　設計概要
　平面図プランニング

定期考査

①平面図プランニングから、
　平面図の配置・書く手順を
　理解する。【知】
②プランに対して、手順を理解
　し正しい図面作成をすること
　ができる。【思】
②授業に対する取り組み、姿勢
　【態】

①平面図プランニングから
　平面図作図

ＲＣ造店舗併用事務所設計
　平面図作図

［表記の略称］知識･技能【知】､思考･判断･表現【思】、学びに向かう力、人間性等【学】

70

合計

3
学
期

2
学
期

①配置から立面図作図する手順
　を理解する【知】
②平面図と同様に正しい図面
　作成ができる。【思】
③授業に対する取り組み、姿勢
　【態】

①配置から断面図作図する手順
　を理解する【知】
②立面図と同様に正しい図面
　作成ができる。【思】
③授業に対する取り組み、姿勢
　【態】

①立面図の基本作図の理解
②立面図作図

①断面図の基本作図の理解
②断面図作図

ＲＣ造店舗併用事務所設計
　立面図プランニング
　立面図作図

ＲＣ造店舗併用事務所設計
　断面図プランニング
　断面図作図

定期考査

定期考査

定期考査

定期考査

①図面のレイアウト能力を
　高める。【知】
②各図面を正しく作図し、
　建築製図の総合的な履修内容
　を理解することができる。
　【思】
③授業に対する取り組み、姿勢
　【態】

①完成した平面図・
　立面図・断面図の
　レイアウトから必要な
　仕上（寸法線・
　設計主旨・面積表）の
　レイアウトの理解

ＲＣ造店舗併用事務所設計
　仕上
　（寸法線・設計主旨等）



［表記の略称］知識･技能【知】､思考･判断･表現【思】、学びに向かう力、人間性等【学】
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１　建築物の成り立ち
を力学的に理解し、各
種の構造形式や構成材
料の概略を理解させ
る。
２　構造力学を構成す
る部材の働き、構成方
法、力の分布等を理解
させる。
３　構造の変形や応力
の名称や特性を理解さ
せる。

第１章　構造物に働く
力
１　建築物に働く力
２　力の基本
３　構造物と荷重およ
び外力
４　反力
５　安定・静定

第２章　静定構造物の
部材に生じる力
１　構造物に生じる力
２　静定梁
３　静定ラーメン
４　静定トラス

第３章　部材の性質と
応力度
１　構造材料の力学的
性質
２　断面の性質
３　部材に生じる応力
度
４　梁の変形

・構造物および構造物に働
く基本的な知識を習得し、
実際の構造物を合理的に設
計する上で必要な基礎的な
事柄について学ぶ。【知】

・構造物に働く外力から、
どのように力が生じるか想
像し、部材の太さに関わら
ず求めることができる静定
構造物から力が生じること
の判断し、創意工夫する能
力を身に付けている。
【思】

・部材の断面が安全かつ経
済的なものになるように基
礎的な知識や技能に関心を
持ち、これらの習得に向け
て粘り強く取り組む。
【学】

合計

3
学
期

2
学
期

1
学
期

20

20

30

○ ○ ○

配当
時数

構造力学の基本的な考え方に関
する知識を習得し、必要な計算
力を身に付ける。

働く力について、実習的要素と
教示実験により理解を深め物理
的内容も含め理解する

理解を深めるために力学的教示実習
や構造物の成り立ちを理解するため
に写真等視覚的感性を養う

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

使用教科書 建築構造設計（実教出版）

使用補助教材 なし

教科『　工業　』の目標

【知 識 及 び 技 能】 
工業の各分野について体系的･系統的に理解するとともに、関連する技術
を身に付けるようにする。

【思考力､判断力､表現力等】
工業に関する課題を発見し、職業人に求められる倫理観を踏まえ合理的
かつ創造的に解決する力を養う。

【学びに向かう力､人間性等】
職業人として必要な豊かな人間性を育み、よりよい社会の構築を目指して自ら
学び、工業の発展に主体的かつ共働的に取り組む態度を養う。

科目『　建築構造設計　』の目標

コース 自動車 電　気 建　築

教科担当者 前田潔

対象学年・組・コース 第 3 年 1 組

令和６年度　都立総合工科高等学校　定時制課程　年間授業計画

教　科 工 業 科　目 建築構造設計 単位数 3



　

令和６年度　都立総合工科高等学校　定時制課程　年間授業計画

教　科 工 業 科　目 建築施工 単位数 2
コース  自動車  電気 建築

教科担当者 小泉　渉
対象学年・組・コース 第 3 年 1 組

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

使用教科書 建築施工(実教出版)
使用補助教材 なし

教科『　工業　』の目標

【知 識 及 び 技 能】 工業の各分野について体系的･系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付けるようにする。

【思考力､判断力､表現力等】 工業に関する課題を発見し、職業人に求められる倫理観を踏まえ合理的かつ創造的に解決する力を養う。

【学びに向かう力､人間性等】
職業人として必要な豊かな人間性を育み、よりよい社会の構築を目指して自ら学び、工業の発展に主体的かつ共働的に取り組む態度
を養う。

科目『　建築施工　』の目標

配当
時数

1
学
期

○ ○ ○

定期考査

建築物の施工について安全性や環境への配慮を踏まえて理
解するとともに，関連する技術を身に付けるようにする。

建築物の施工に関する課題を発見し，技術者として科学的
な根拠に基づき工業技術の進展に対応し解決する力を養
う。

安全で安心な建築物を施工する力の向上を目指して自ら学
び，建築の発展に主体的かつ協働的に取り組む態度を養
う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

第8章　建築の業務
【知】施工者の選定から契約、施工管理の流れを理解させ
る。
【思】施工者の選定から契約、施工管理の流れについて思考
し，施工管理における適切な判断ができる能力を身につけさ
せる。
【学】施工者の選定から契約、施工管理の流れについて関心
をもち，学習内容の習得に向けて意欲的に取り組むととも
に，実際に活用しようとする態度を身につけさせる。

第8章　建築の業務
　1．工事契約
　2．現場組織の編成
　3．施工計画と施工管理

【知】施工者の選定から契約、施工管理の流れを理解してい
る。
【思】施工者の選定から契約、施工管理の流れについて思考
し，施工管理における適切な判断ができる能力を身につけて
いる。
【学】施工者の選定から契約、施工管理の流れについて関心
をもち，学習内容の習得に向けて意欲的に取り組むととも
に，実際に活用しようとする態度を身につけている。

【知】予備調査や仮設工事について知識と技術を身につけ、
予備調査や仮設工事の意義や役割を理解している。
【思】予備調査や仮設工事について思考し，施工や施工管理
における適切な判断ができる能力を身につけている。
【学】予備調査や仮設工事について関心をもち，学習内容の
習得に向けて意欲的に取り組むとともに，実際に活用しよう
とする態度を身につけている。

第1章　工事の準備
　1．地盤と敷地の調査・確認
　2．仮設工事

第1章　工事の準備
【知】予備調査や仮設工事について知識と技術を身につけ、
予備調査や仮設工事の意義や役割を理解させる。
【思】予備調査や仮設工事について思考し，予備調査や仮設
工事における適切な判断ができる能力を身につけさせる。
【学】予備調査や仮設工事について関心をもち，学習内容の
習得に向けて意欲的に取り組むとともに，実際に活用しよう
とする態度を身につけさせる。
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3
学
期

2
学
期

第5章　鋼構造の工事
【知】製作工場、工事現場における作業とQC、安全対策につ
いて理解させる。
【思】製作工場、工事現場における作業とQC、安全対策につ
いて思考し，施工や施工管理における適切な判断ができる能
力を身につけさせる。
【学】製作工場、工事現場における作業とQC、安全対策につ
いて関心をもち，学習内容の習得に向けて意欲的に取り組む
とともに，実際に活用しようとする態度を身につけさせる。

第5章　鋼構造の工事
　2．骨組（柱と梁）

【知】製作工場、工事現場における作業とQC、安全対策につ
いて理解している。
【思】製作工場、工事現場における作業とQC、安全対策につ
いて思考し，施工や施工管理における適切な判断ができる能
力を身につけている。
【学】製作工場、工事現場における作業とQC、安全対策につ
いて関心をもち，学習内容の習得に向けて意欲的に取り組む
とともに，実際に活用しようとする態度を身につけている。

第3章　木構造の工事
【知】部材等の製作工場や工事現場における作業、法令や
JASS・JIS・JASになどの規格について理解させる。
【思】部材等の製作工場や工事現場における作業、法令や
JASS・JIS・JASになどについて思考し，予備調査や仮設工事
における適切な判断ができる能力を身につけさせる。
【学】部材等の製作工場や工事現場における作業、法令や
JASS・JIS・JASになどについて関心をもち，学習内容の習得
に向けて意欲的に取り組むとともに，実際に活用しようとす
る態度を身につけさせる。

11

1

11

1

13

1

17

定期考査 1

定期考査
第3章～第5章より、 内装工事、断熱工事
【知】内装工事、断熱工事について知識と技術を身につけ、
仕上げ材料の違いによる特徴や施工の流れを理解させる。
【思】内装工事、断熱工事について思考し，建築物の下地や
仕上げ材の違いに応じた適切な判断ができる能力を身につけ
させる。
【学】内装工事、断熱工事について関心をもち，学習内容の
習得に向けて意欲的に取り組むとともに，実際に活用しよう
とする態度を身につけさせる。

第3章　木構造の工事
　4．外部仕上げ
　5. 内部仕上げ
第4章　鉄筋コンクリート構造の工事
　4．外部仕上げ
　5. 内部仕上げ
第5章　鉄筋コンクリート構造の工事
　5．仕上げ

第2章　地面から下の工事
【知】基礎および地下部分の構築に必要な土工事および杭・
地業工事の概要と施工手順を理解させる。
【思】基礎および地下部分の構築に必要な土工事および杭・
地業工事の概要と施工手順について思考し，施工管理におけ
る適切な判断ができる能力を身につけさせる。
【学】基礎および地下部分の構築に必要な土工事および杭・
地業工事の概要と施工手順について関心をもち，学習内容の
習得に向けて意欲的に取り組むとともに，実際に活用しよう
とする態度を身につけさせる。

第2章　地面から下の工事
　1．土工事および杭・地業工事の種類と流れ
　2．土工事・山留め
　3．杭工事
　4．地業工事

【知】基礎および地下部分の構築に必要な土工事および杭・
地業工事の概要と施工手順を理解している。
【思】基礎および地下部分の構築に必要な土工事および杭・
地業工事の概要と施工手順について思考し，施工や施工管理
における適切な判断ができる能力を身につけている。
【学】基礎および地下部分の構築に必要な土工事および杭・
地業工事の概要と施工手順について関心をもち，学習内容の
習得に向けて意欲的に取り組むとともに，実際に活用しよう
とする態度を身につけている。

第4章　鉄筋コンクリート構造の工事
【知】型枠・鉄筋・コンクリート工事における作業と品質管
理（以下、「QC」）、安全対策について理解させる。
【思】型枠・鉄筋・コンクリート工事について思考し，施工
や施工管理における適切な判断ができる能力を身につけさせ
る。
【学】型枠・鉄筋・コンクリート工事について関心をもち，
学習内容の習得に向けて意欲的に取り組むとともに，実際に
活用しようとする態度を身につけさせる。

第4章　工事の準備
　1．鉄筋コンクリート工事

【知】型枠・鉄筋・コンクリート工事における作業とQC、安
全対策について理解している。
【思】型枠・鉄筋・コンクリート工事について思考し，施工
や施工管理における適切な判断ができる能力を身につけてい
る。
【学】型枠・鉄筋・コンクリート工事について関心をもち，
学習内容の習得に向けて意欲的に取り組むとともに，実際に
活用しようとする態度を身につけている。

13

1

［表記の略称］知識･技能【知】､思考･判断･表現【思】、学びに向かう力､人間性等【学】主体的に学習に取り組む態度【態】 合計

【知】内装工事、断熱工事について知識と技術を身
につけ、仕上げ材料の違いによる特徴や施工の流れ
を理解している。
【思】内装工事、断熱工事について思考し，建築物
の下地や仕上げ材の違いに応じた適切な判断ができ
る能力を身につけている。
【学】内装工事、断熱工事について関心をもち，学
習内容の習得に向けて意欲的に取り組むとともに，
実際に活用しようとする態度を身につけている。

定期考査

定期考査

第3章～第5章より、 左官工事、タイル・張り石工
事
【知】左官工事、タイル・張り石工事について知識と技術を
身につけ、仕上げ材料の違いによる特徴や施工の流れを理解
させる。
【思】左官工事、タイル・張り石工事について思考し，建築
物の下地や仕上げ材の違いに応じた適切な判断ができる能力
を身につけさせる。
【学】左官工事、タイル・張り石工事について関心をもち，
学習内容の習得に向けて意欲的に取り組むとともに，実際に
活用しようとする態度を身につけさせる。

第3章　木構造の工事
　4．外部仕上げ
　5. 内部仕上げ
第4章　鉄筋コンクリート構造の工事
　4．外部仕上げ
　5. 内部仕上げ
第5章　鉄筋コンクリート構造の工事
　5．仕上げ

【知】左官工事、タイル・張り石工事について知識と技術を
身につけ、仕上げ材料の違いによる特徴や施工の流れを理解
している。
【思】左官工事、タイル・張り石工事について思考し，建築
物の下地や仕上げ材の違いに応じた適切な判断ができる能力
を身につけている。
【学】左官工事、タイル・張り石工事について関心をもち，
学習内容の習得に向けて意欲的に取り組むとともに，実際に
活用しようとする態度を身につけている。

第3章　木構造の工事
　2．在来工法の骨組
　2．枠組壁工法の躯体

【知】部材等の製作工場や工事現場における作業、法令や
JASS・JIS・JASになどの規格について理解している。
【思】部材等の製作工場や工事現場における作業、法令や
JASS・JIS・JASになどの規格について思考し，施工や施工管
理における適切な判断ができる能力を身につけている。
【学】部材等の製作工場や工事現場における作業、法令や
JASS・JIS・JASになどの規格について関心をもち，学習内容
の習得に向けて意欲的に取り組むとともに，実際に活用しよ
うとする態度を身につけている。

第3章～第5章より、防水工事、屋根工事
【知】防水工事、屋根工事について知識と技術を身につけ、
仕上げ材料の違いによる特徴や施工の流れを理解させる。
【思】防水工事、屋根工事について思考し，建築物の下地や
仕上げ材の違いに応じた適切な判断ができる能力を身につけ
させる。
【学】防水工事、屋根工事について関心をもち，学習内容の
習得に向けて意欲的に取り組むとともに，実際に活用しよう
とする態度を身につけさせる。

第3章　木構造の工事
　4．外部仕上げ
第4章　鉄筋コンクリート構造の工事
　4．外部仕上げ
第5章　鉄筋コンクリート構造の工事
　5．仕上げ

【知】防水工事、屋根工事について知識と技術を身につけ、
仕上げ材料の違いによる特徴や施工の流れを理解している。
【思】防水工事、屋根工事について思考し，建築物の構造や
仕上げ材の違いに応じた適切な判断ができる能力を身につけ
ている。
【学】防水工事、屋根工事について関心をもち，学習内容の
習得に向けて意欲的に取り組むとともに，実際に活用しよう
とする態度を身につけている。



学年 4 教科 工業 科目 建築実習 単位数 3 区分 必修得

教科書
副教材

担当教
諭氏名

予定時数

学年計 105

１学期 36
建築測量実習

仮設実習

1.施工系実習

・水準測量の概要、器具の取扱い、外業と内業

54
・枠組足場
・単管足場

・技能検定「型枠大工３級実技課題」
３学期 15

・セオドライト測量の概要、器具の取扱い、外業と内業

建築施工実習

２学期

建築施工実習

・安全教育

指導内容

建築に関する様々な分野の基礎的な技術を実際の作業を通して総合的に習得させ、工
業技術に対する関心と広い視野を持ち、実社会における問題に主体的に対応できる能
力と態度を育てる。

評価のねらい・観点
・測量における外業と内業を通して、距離・高さ・角度を正しく測る方法を理解し、
　測定誤差を少なくする作業手順や目的に応じた数値の処理方法について理解する。
・足場の組立・解体の方法を学ぶことにより、高所作業時に留意することや労働安全
　衛生法規則について理解する。
・技能検定３級課題の取組みを通して、基本的な型枠作成に必要となる身につけるべ
　き（または必要とされる）技能の到達度を理解する。

その他

型枠実習

・測量の基本、距離測量、三斜法による面積計算

令和6年4月1日

教科・科目の目標・ねらい

建築実習（実教出版）、建築実習１，２

小泉　渉

都立総合工科高等学校　定時制課程
令和6年度　年間授業計画



学年 4 教科 工業 科目 建築製図 単位数 2 区分 必修得

教科書
副教材

担当教
諭氏名

予定時数

学年計 70

24
ＲＣ造集合住宅・平面図作成
ＲＣ造集合住宅・立面図、断面図作成

都立総合工科高等学校　定時制課程
令和６年度　年間授業計画

指導内容

建築の分野における製図に関する日本工業規格および各専門分野の製図について基礎
的な知識と技術を習得させ製作図、設計図などを正しく読み、図面を構想し作成する
能力と態度を育てる。

評価のねらい・観点
・具体的な事例として「鉄筋コンクリート構造（以下、ＲＣ造）集合住宅」を取り上
　げ、その各図面の作成を通して建築製図の基礎を理解する。また、発展的に「設計
　演習」として平面空間および立体空間の総合的判断で構想する能力を向上させる。
・関心・意欲・態度、思考・判断、技能･表現、知識・理解等を総合的に勘案して評
  価する。

36２学期 卒業設計

１学期

授業中は飲食禁止とする。
携帯電話の使用は禁止とする。

令和6年4月1日

教科・科目の目標・ねらい

建築設計製図（実教出版）

小泉　渉

プランニングの仕方、プレゼンテーションの仕方

その他

卒業設計プレゼンテーション

３学期 10



学年 4 教科 工業 科目 建築計画 単位数 2 区分 必修得

教科書
副教材

担当教
諭氏名

予定時数

学年計 70

授業中は飲食禁止とする。
携帯電話の使用は禁止とする。

その他

住宅の計画

36２学期 建築設備の計画
事務所の計画

色彩

伝熱と結露
音響

24

指導内容

都立総合工科高等学校　定時制課程
令和６年度　年間授業計画

１学期

令和6年4月1日

教科・科目の目標・ねらい

建築計画（実教出版）

鈴木　智美

計画に関する基礎的な知識と技術を習得させ建築物を合理的に計画し、設計する能力
と態度を育てる。

評価のねらい・観点
・建築物の歴史的変遷、内外の環境、建築物の形態、法的な規制、周辺環境との
  関係性やなど建築物のさまざまな知識や技術などについて理解する。
・関心・意欲・態度、思考・判断、技能･表現、知識・理解等を総合的に勘案して
  評価する。

建築設備の計画

３学期 10



学年 4 教科 工業 科目 建築施工 単位数 2 区分 必修得

教科書
副教材

担当教
諭氏名

予定時数

学年計 70

その他

36
建築物の維持保全

２学期 仕上工事・設備工事
土工事・地業工事・躯体工事

建築工事の準備
建築工事のあらまし

24

指導内容

都立総合工科高等学校　定時制課程
令和６年度　年間授業計画

１学期

令和6年4月1日

教科・科目の目標・ねらい

建築施工（実教出版）

鈴木　智美

建築施工に関する基礎的な技術を実際の作業を例として総合的に理解させ、技術革新
に主体的に対応できる能力と態度を育てる。

評価のねらい・観点
・建築施工における、基本的な建築工事の流れ理解させ、工事の準備から建築工事
  の維持保全に関しての一連の工程についての内容を学習する。
・関心・意欲・態度、思考・判断、技能･表現、知識・理解等を総合的に勘案して
  評価する。

工事契約と施工管理

３学期 10



学年 4 教科 工業 科目 建築法規 単位数 2 区分 必修得

教科書
副教材

担当教
諭氏名

予定時数

学年計 70

授業中は飲食禁止とする。
携帯電話の使用は禁止とする。

その他

36２学期 手続きなどの規定
良好な都市環境をつくるための規定

個々の建築物にかかわる規定
建築法規のあらまし

24

指導内容

都立総合工科高等学校　定時制課程
令和６年度　年間授業計画

１学期

令和6年4月1日

教科・科目の目標・ねらい

建築法規（実教出版）

小泉　渉

建築関係法規の基礎的な知識を習得させ、建築物の設計、施工、管理などに活用する
能力と態度を育てる。

評価のねらい・観点
・法規の体系を理解し、建築基準法の構成を理解している。
・法令用語、建築基準法の用語を理解している。
・憲法、民法等の法律的な理解を深め、特に建築基準法を中心とした建築関連法規
  について知識を深めている。
・関心・意欲・態度、思考・判断、技能･表現、知識・理解等を総合的に勘案して
  評価する。

各種の関連法規

３学期 10


